
Title 『更級日記』近世期本文の伝流

Author(s) 岡田, 貴憲

Citation 国語国文研究, 155, 15-29

Issue Date 2020-08-07

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/89704

Type journal article

File Information Kokugokokubunkenkyu_155_15-29.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



― 15 ―

⽝
更
級
日
記
⽞
近
世
期
本
文
の
伝
流

岡

田

貴

憲

⽝
更
級
日
記
⽞
の
研
究
は
、
現
存
諸
本
に
み
ら
れ
る
本
文
混
乱
が
御
物
本
（
定

家
本
）
の
錯
簡
に
起
因
す
る
こ
と
の
発
見
以
来
、
共
通
祖
本
で
あ
る
同
伝
本
に

依
拠
す
る
こ
と
が
一
般
化
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
諸
本
の
残
存
状
況
は
玉
井
幸

助
⽝
更
級
日
記
錯
簡
考
（
⚑
）⽞
お
よ
び
津
本
信
博
⽛⽝
更
級
日
記
⽞
諸
本
の
解
説
（
⚒
）⽜
に

よ
っ
て
お
お
よ
そ
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
各
伝
本
の
詳
細
は
主
に
書
誌
事

項
へ
の
言
及
に
留
ま
り
、
本
文
の
具
体
的
な
様
態
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
詳
ら

か
に
し
な
い
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
不
分
明
な
⽝
更
級
日
記
⽞
の
本
文
受
容
の
実
態
に
つ

い
て
解
明
を
目
指
す
立
場
か
ら
、
特
に
玉
井
注
（
⚑
）
書
の
指
摘
に
疑
い
の
あ

る
近
世
期
本
文
に
着
目
し
、
刊
本
を
中
心
と
す
る
本
文
の
変
遷
を
考
察
す
る
。

具
体
的
に
は
、⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
所
収
本
、
元
禄
十
七
年
版
絵
入
本
、⽝
群
書
類

従
⽞
所
収
本
に
お
け
る
本
文
変
化
の
観
察
を
通
し
て
、
本
文
校
訂
・
改
訂
や
書

承
の
関
係
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
刊
本
の
周
辺
に
位
置
し
た
、
所

謂
⽛
古
本
⽜
を
含
む
諸
写
本
の
利
用
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
御
物
本
以
降
に
発

し
た
本
文
の
伝
流
に
迫
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一

彰
考
館
本
の
本
文
混
成

現
在
知
ら
れ
る
⽝
更
級
日
記
⽞
の
初
刊
は
、
徳
川
光
圀
の
設
置
し
た
彰
考
館

に
お
い
て
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）
よ
り
編
纂
さ
れ
た
本
邦
最
初

の
和
文
集
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
の
所
収
本
で
あ
る
。
同
叢
書
は
収
録
作
品
の
一
つ

と
し
て
⽛
さ
ら
し
な
の
日
記
⽜
の
題
で
⽝
更
級
日
記
⽞
を
収
め
、
後
西
上
皇
・

霊
元
天
皇
・
将
軍
徳
川
家
綱
な
ど
へ
の
献
上
後
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に

板
行
さ
れ
た
。

⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
に
は
、
板
行
さ
れ
た
流
布
本
の
ほ
か
に
献
上
・
改
編
過
程
で

作
ら
れ
た
異
本
が
二
種
六
本
存
在
し
、
筆
者
は
さ
き
に
同
叢
書
所
収
⽝
和
泉
式

部
物
語
⽞
に
お
け
る
そ
の
関
係
性
を
考
察
し
て
い
る
（
⚓
）。
本
稿
で
は
そ
の
成
果
を

手
が
か
り
と
す
る
が
、
一
方
で
⽝
更
級
日
記
⽞
の
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
所
収
本
を

め
ぐ
っ
て
は
、⽝
和
泉
式
部
物
語
⽞
に
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
編
纂
初
期
の
草
稿

が
彰
考
館
本
と
し
て
現
存
す
る
由
、
玉
井
注
（
⚑
）
書
に
指
摘
が
あ
り
、
ま
ず
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は
そ
の
本
文
か
ら
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
。

同
書
で
は
、
彰
考
館
本
は
御
物
本
の
写
し
で
あ
る
⽛
古
写
本
⽜
を
元
と
す
る

が
、
そ
の
本
文
に
は
⽛
誤
写
・
脱
漏
、
或
は
私
意
の
改
竄
等
が
多
く
⽜
あ
る
と

指
摘
す
る
。
実
際
、
御
物
本
の
仮
名
表
記
に
漢
字
を
宛
て
る
次
例
の
よ
う
な
箇

所
が
散
見
し
、
彰
考
館
本
に
は
本
文
整
定
の
意
識
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。

【
⚑
】（
御
物
本
）
あ
な
た
の
き
し
に
く
る
ま
ひ
き
た
て
ゝ
（
五
ウ
）

（
彰
考
館
本
）
あ
な
た
の
岸
・
に
車
・
・
引
・
立
・
て
（
七
オ
）

し
か
し
、
両
伝
本
間
の
異
同
す
べ
て
を
彰
考
館
本
に
よ
る
⽛
誤
写
・
脱
漏
⽜

⽛
私
意
の
改
竄
⽜
と
し
て
処
理
す
る
玉
井
注
（
⚑
）
書
の
見
解
に
は
、
注
（
⚓
）

拙
論
で
み
た
⽝
和
泉
式
部
物
語
⽞
に
お
け
る
本
文
整
定
の
あ
り
方
を
考
え
た
と

き
疑
問
が
残
る
。⽝
和
泉
式
部
物
語
⽞
の
場
合
は
独
自
の
改
訂
が
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
ず
、
本
文
の
大
部
分
は
現
存
す
る
三
伝
本
を
恣
意
的
に
混
成
し
て
作
ら
れ

て
お
り
、⽝
更
級
日
記
⽞
に
つ
い
て
も
同
様
の
編
纂
方
法
が
採
ら
れ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
彰
考
館
本
の
本
文
を
諸
伝
本
と
比
較
す
る
と
、
と
り
わ

け
一
致
傾
向
を
見
せ
る
伝
本
と
し
て
小
汀
本
の
存
在
が
浮
上
す
る
。

小
汀
本
は
、
小
汀
利
得
の
所
蔵
本
（
当
時
）
と
し
て
小
松
茂
美
⽝
校
本
浜
松

中
納
言
物
語
（
⚔
）⽞
に
翻
刻
紹
介
さ
れ
た
伝
本
で
あ
り
、
同
書
で
は
鎌
倉
中
期
書
写

と
推
定
さ
れ
る
、
最
も
早
い
時
期
に
属
す
る
御
物
本
の
書
写
本
で
あ
る
。
同
書

が
⽛
ほ
ぼ
定
家
本
に
一
致
す
る
が
、
ま
ま
異
な
る
箇
所
も
存
在
す
る
。
そ
の
中

に
は
、
小
汀
本
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
り
、
ま
た
逆
に
小
汀
本
に
よ
り

定
家
本
を
修
正
で
き
る
箇
所
も
一
再
で
は
な
い
⽜
と
指
摘
す
る
そ
の
本
文
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
津
本
信
博
⽛
小
汀
本
⽝
更
級
日
記
⽞
に
つ
い
て
（
⚕
）⽜
に
お
い
て

⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
所
収
本
と
の
一
致
が
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
彰
考
館
本

と
全
面
的
に
対
校
す
る
と
、
御
物
本
と
異
な
る
箇
所
の
多
く
で
本
文
の
一
致
が

確
認
さ
れ
る
。
一
例
と
し
て
、
玉
井
注
（
⚑
）
書
で
は
彰
考
館
本
が
⽛
本
文
を

誤
写
し
た
も
の
⽜
と
し
て
掲
げ
る
箇
所
を
示
す
。

【
⚒
】（
御
物
本
）
風
す
く
ま
し
く
ひ
き
わ
た
・
・
・
・
し
な
と
（
四
ウ
）

（
彰
考
館
本
）
風
す
くさ

ま
し
く
ひ
き
わ
た
・
な
と
も
し
な
と
（
六
オ
）

（
小
汀
本
）
風
す
さ
ま
し
く
ひ
き
わ
た
る
な
と
も
し
な
と
（
四
ウ
）

右
例
に
つ
い
て
玉
井
注
（
⚑
）
書
は
、
彰
考
館
本
が
⽛
く
⽜
を
⽛
さ
⽜
に
誤
っ

て
改
訂
し
た
上
、⽛
な
と
も
⽜
を
衍
字
と
し
て
追
加
し
た
と
主
張
す
る
が
、
二
箇

所
と
も
小
汀
本
の
本
文
と
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
右
の
本
文
異
同
は
彰
考
館

本
の
誤
写
や
改
訂
で
は
あ
り
え
ず
、
小
汀
本
に
類
す
る
伝
本
を
用
い
た
本
文
混

成
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
⽛
す
く
ま
し
く
⽜
か
ら
⽛
す
さ
ま
し
く
⽜

へ
の
校
訂
か
ら
察
す
る
に
、
混
成
に
は
御
物
本
に
近
い
伝
本
も
ま
た
用
い
ら
れ

た
と
み
ら
れ
る
。
以
下
、
混
成
に
用
い
ら
れ
た
伝
本
を
、
便
宜
上
Ｇ
本
（
御
物

本
に
近
い
伝
本
）、
Ｏ
本
（
小
汀
本
に
類
す
る
伝
本
）
と
呼
称
す
る
。

彰
考
館
本
に
お
け
る
Ｏ
本
の
使
用
は
、
巻
末
勘
物
に
お
け
る
【
⚓
】
の
よ
う

な
本
文
異
同
の
一
致
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
、
か
つ
【
⚔
】
な
ど
の
例
か
ら
は
、

使
用
さ
れ
た
伝
本
が
小
汀
本
そ
の
も
の
と
は
異
な
る
こ
と
も
確
認
で
き
る

（【
⚔
】
の
彰
考
館
本
本
文
を
Ｇ
本
に
よ
る
修
正
と
み
た
場
合
、【
⚓
】
に
脱
字
・

誤
字
が
残
る
こ
と
の
説
明
が
付
か
な
い
た
め
、
巻
末
勘
物
は
Ｏ
本
の
み
に
由
来

す
る
と
考
え
ら
れ
る
）。

【
⚓
】（
御
物
本
）
廿
五
日
任
下
野
守
〈
蔵
人
使
／
巡
四
十
〉（
九
三
オ
）

（
彰
考
館
本
）
廿
五
日
・
下
野
守
〈
赤
人
使
／
廻
四
十
〉（
一
二
五
ウ
）

（
小
汀
本
）
廿
五
日
・
下
野
守
〈
赤
人
使
／
巡
四
十
〉（
九
三
ウ
）

【
⚔
】（
御
物
本
）
治
安
二
年
正
月
卅
日
（
九
三
ウ
）
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（
彰
考
館
本
）
治
安
二
年
正
月
卅
日
（
一
二
六
オ
）

（
小
汀
本
）
寛
仁
治

安

四
年
正
月
卅
日
（
九
四
オ
）

こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉
期
に
遡
る
小
汀
本
の
系
統
で
あ
る
Ｏ
本
が
彰
考
館
本
に

混
成
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
と
み
ら
れ
、
彰
考
館
本
の
異
同
の
大
半
は
Ｏ
本
由
来

と
し
て
処
理
で
き
る
。
し
か
し
御
物
本
が
小
汀
本
と
一
致
し
、
彰
考
館
本
の
み

が
対
立
す
る
次
の
よ
う
な
例
が
一
部
に
あ
る
こ
と
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。

【
⚕
】（
御
物
本
）
ひ
と
ま
い
ら
せ
よ
と
お
ほ
せ
ら
る
れ
は
（
二
四
オ
）

（
彰
考
館
本
）
ひ
と
ま
い
ら
せ
よ
と
仰
・
・
く
た
れ
は
（
三
三
オ
）

（
小
汀
本
）
ひ
と
ま
い
ら
せ
よ
と
お
ほ
せ
ら
る
れ
は
（
二
四
ウ
）

こ
う
し
た
例
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
本
文
異
同
が
⽛
古
本
⽜（
あ
る
い
は

⽛
異
本
⽜）
と
称
さ
れ
る
伝
本
の
本
文
と
関
係
す
る
こ
と
に
よ
る
。
古
本
と
は
、

⽝
更
級
日
記
⽞
前
半
部
の
上
洛
記
事
に
お
け
る
地
理
関
係
の
矛
盾
を
、
本
文
配
列

の
大
幅
な
変
更
に
よ
っ
て
解
消
し
よ
う
と
試
み
た
伝
本
の
こ
と
で
あ
り
、
代
表

的
な
写
本
に
書
陵
部
本
が
存
す
る
が
、
そ
の
本
文
に
つ
い
て
右
箇
所
を
検
す
る

と
、⽛
ひ
と
ま
ゐ
ら
せ
よ
と
仰
く
た
れ
は
⽜（
一
四
オ
）
と
彰
考
館
本
と
の
一
致

が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
問
題
は
、
成
立
経
緯
の
不
明
な
古
本
と
、
彰
考
館
本

と
の
先
後
関
係
が
確
定
で
き
な
い
こ
と
に
あ
る
。
古
本
は
、
諸
本
共
通
の
本
文

混
乱
を
有
す
る
こ
と
か
ら
少
な
く
と
も
定
家
本
よ
り
後
の
成
立
だ
が
、
そ
の
派

生
関
係
は
従
来
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
彰
考
館
本
に
基
づ

い
て
作
ら
れ
た
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
所
収
本
、
そ
の
後
の
絵
入
本
・⽝
群
書
類
従
⽞

所
収
本
に
お
い
て
も
関
係
す
る
の
で
、
以
降
の
本
文
変
化
を
一
通
り
確
か
め
た

上
で
改
め
て
考
察
す
る
。

二
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
所
収
本
の
本
文
変
化

◆
異
本
Ａ
の
本
文
校
訂

異
本
Ａ
と
は
、
三
〇
巻
三
三
冊
（
目
録
・
系
図
各
一
冊
）
か
ら
な
り
作
品
を

時
代
順
に
配
列
す
る
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
の
一
次
形
態
で
あ
り
、⽝
更
級
日
記
⽞
は

そ
の
巻
第
五
に
⽛
家
の
集
の
内
（
相
模
）⽜⽛
家
集
序
（
大
中
臣
輔
親
卿
）⽜⽛
難

後
拾
遺
序（
源
経
信
卿
）⽜と
と
も
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
伝
本
は
、桂
宮
本（
後

西
上
皇
献
上
本
）、
内
閣
本
（
将
軍
徳
川
家
綱
献
上
本
）、
東
博
本
／
歴
博
Ａ
本

（
霊
元
天
皇
献
上
本
、
両
者
で
一
揃
い
）
の
三
本
の
献
上
本
（
兄
弟
本
）
と
、
そ

れ
ら
の
親
本
た
る
献
上
本
草
稿
に
も
と
づ
く
滋
大
本
（
献
上
本
草
稿
の
再
転
写

本
）
の
、
計
四
本
が
現
存
す
る
（
以
下
、
本
文
は
桂
宮
本
に
よ
る
）。

こ
の
異
本
Ａ
や
後
述
す
る
異
本
Ｂ
の
位
置
づ
け
は
、
玉
井
注
（
⚑
）
書
の
時

点
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
彰
考
館
本
が
流
布
本
へ
と
直
接
関

連
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
注
（
⚓
）
拙
論
で
示
し
た
よ
う
に
⽝
和
泉
式
部
物
語
⽞

の
流
布
本
は
異
本
Ａ
・
異
本
Ｂ
を
基
に
作
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、⽝
更
級
日

記
⽞
に
つ
い
て
も
同
じ
過
程
を
想
定
し
て
本
文
変
化
を
押
さ
え
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
な
お
四
本
の
う
ち
滋
大
本
の
み
、
そ
の
親
本
（
献
上
本
草
稿
の
写
し
）

の
時
点
で
異
本
Ｂ
に
よ
る
校
合
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
以
下
の

考
察
か
ら
は
一
旦
除
外
す
る
。

玉
井
注
（
⚑
）
書
で
は
、
彰
考
館
本
に
付
属
す
る
二
条
良
基
の
文
が
流
布
本

の
巻
第
十
四
下
に
⽛
人
に
あ
た
ふ
る
詞
⽜
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
本
を
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
の
底
本
と
認
め
て
い
た
が
、
こ
の
⽛
人
に
あ
た
ふ
る

詞
⽜
は
異
本
Ａ
に
は
未
収
録
で
あ
り
、
後
の
改
編
過
程
で
追
加
収
録
さ
れ
た
こ
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と
が
知
ら
れ
る
（
異
本
Ｂ
で
は
巻
第
十
八
に
収
め
る
）。
た
だ
し
、
彰
考
館
本
を

異
本
Ａ
の
底
本
と
認
め
て
よ
い
こ
と
は
、
前
掲
【
⚑
】
の
漢
字
表
記
が
異
本
Ａ

で
も
⽛
あ
な
た
の
岸
に
車
引
立
て
⽜（
四
オ
）
と
引
き
継
が
れ
、
ま
た
次
例
の
よ

う
に
Ｏ
本
混
成
本
文
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

【
⚖
】（
御
物
本
）
つ
く
り
ま
う
け
た
り
け
れ
は
そ
こ
に
て
・
・
・
（
一
五
オ
）

（
彰
考
館
本
）
・
・
・
ま
う
け
た
り
け
れ
は
そ
こ
に
て
つ
く
り
（
二
〇
ウ
）

（
小
汀
本
）
・
・
・
ま
う
け
た
り
け
れ
は
そ
こ
に
て
つ
く
り
（
一
六
オ
）

（
異
本
Ａ
）
・
・
・
ま
う
け
た
り
け
れ
は
そ
こ
に
て
つ
く
り
（
一
一
オ
）

し
か
し
異
本
Ａ
は
、
決
し
て
彰
考
館
本
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
踏
ま
え
て
い
る

の
で
な
く
、
独
自
に
本
文
校
訂
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
以
下
の
例
か
ら
知
ら
れ

る
。
し
か
も
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
の
校
訂
本
文
が
彰
考
館
本
の
場
合
に
同
じ
く

小
汀
本
の
本
文
と
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。

【
⚗
】（
御
物
本
）
は
ゝ
を
せ
む
れ
は
三
條
・
の
宮
に
（
三
九
オ
）

（
彰
考
館
本
）
は
ゝ
を
せ
む
れ
は
三
条
・
の
宮
に
（
五
三
ウ
）

（
小
汀
本
）
は
ゝ
を
せ
む
れ
は
三
条
殿
の
宮
に
（
四
〇
オ
）

（
異
本
Ａ
）
は
ゝ
を
せ
む
れ
は
三
条
殿
の
宮
に
（
二
九
オ
）

【
⚘
】（
御
物
本
）
関
・
の
せ
き
風
ふ
く
こ
ゑ
は
（
六
八
ウ
）

（
彰
考
館
本
）
関
・
の
せ
き
風
ふ
く
こ
ゑ
は
（
九
三
オ
）

（
小
汀
本
）
せ
き
の
山
・
風
ふ
く
こ
ゑ
は
（
六
九
ウ
）

（
異
本
Ａ
）
関
・
の
せ
き
や
ま
イ

風
ふ
く
こ
ゑ
は
（
五
二
オ
）

こ
う
し
た
例
は
、
異
本
Ａ
の
本
文
校
訂
に
小
汀
本
に
類
す
る
伝
本
が
用
い
ら

れ
た
こ
と
を
示
し
、
か
つ
そ
の
作
業
が
彰
考
館
内
で
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

か
ら
、
彰
考
館
本
の
場
合
と
同
じ
く
Ｏ
本
が
用
い
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ

ら
に
異
本
Ａ
の
本
文
に
は
、
次
例
の
よ
う
に
御
物
本
の
本
文
の
み
と
一
致
す
る

異
文
注
記
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
Ｇ
本
も
ま
た
異
本
Ａ
の
本
文
校
訂
に
用

い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
⚙
】（
御
物
本
）
よ
り
て
あ
り
し
す
さ
う
ま
さ
り
て
（
二
〇
オ
）

（
彰
考
館
本
）
よ
り
て
有
・
し
す
そ
う
ま
さ
り
て
（
二
七
ウ
）

（
小
汀
本
）
よ
り
て
あ
り
し
・
そ
う
ま
さ
り
て
（
二
一
オ
）

（
異
本
Ａ
）
よ
り
て
有
・
し
す
そさ
イ

う
ま
さ
り
て
（
一
五
オ
）

こ
の
よ
う
に
、
異
本
Ａ
は
彰
考
館
本
を
底
本
と
し
な
が
ら
も
、
同
本
の
本
文

混
成
に
用
い
ら
れ
た
Ｇ
本
・
Ｏ
本
を
再
び
利
用
し
て
、
独
自
に
校
訂
を
加
え
た

伝
本
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
異
本
Ａ
で
も
問
題
と
な
る
の
が
、
先
述
の

古
本
と
の
関
係
で
あ
る
。
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
古
本
（
書
陵
部
本
）
と
の
一

致
本
文
が
確
認
さ
れ
る
が
、【
11
】
の
よ
う
な
異
文
注
記
の
存
在
に
よ
っ
て
、
何

ら
か
の
伝
本
の
使
用
が
明
確
に
想
定
さ
れ
る
点
が
彰
考
館
本
の
場
合
と
は
異
な

る
（
二
例
と
も
御
物
本
・
小
汀
本
は
彰
考
館
本
と
同
文
）。

【
10
】（
彰
考
館
本
）
心
の
・
・
・
な
し
め
の
う
ち
つ
け
に
（
六
五
ウ
）

（
異
本
Ａ
）
心
の
思
・
ひ
な
し
め
の
う
ち
つ
け
に
（
三
六
オ
）

（
書
陵
部
本
）
心
の
お
も
ひ
な
し
め
の
う
ち
つ
け
に
（
二
六
ウ
）

【
11
】（
彰
考
館
本
）
京
に
と
く
あ
け
・
給
・
て
（
二
オ
）

（
異
本
Ａ
）
京
に
と
く
あ
け
の
ほ
せ
イ

・
給
・
て
（
一
ウ
）

（
書
陵
部
本
）
京
に
と
く
の
ほ
せ
給
ひ
て
（
一
オ
）

御
物
本
・
小
汀
本
の
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
異
文
注
記
に
よ
り
、
少
な
く

と
も
異
本
Ａ
の
本
文
校
訂
に
は
Ｇ
本
・
Ｏ
本
に
加
え
て
第
三
の
伝
本
が
用
い
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
を
Ｆ
本
（⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
異
本
Ａ
所
引
伝

本
）
と
呼
称
す
る
が
、
そ
れ
が
古
本
そ
の
も
の
か
否
か
は
検
討
を
要
す
る
。
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◆
異
本
Ｂ
の
本
文
校
訂

異
本
Ｂ
と
は
、
異
本
Ａ
献
上
後
の
板
行
へ
向
け
て
の
改
編
の
中
で
、
有
栖
川

宮
幸
仁
親
王
の
求
め
に
よ
り
、
所
収
作
品
や
配
列
な
ど
を
大
き
く
変
更
し
た
と

考
え
ら
れ
る
（
⚖
）⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
の
二
次
形
態
で
あ
る
。
三
〇
巻
三
二
冊
（
目
録
・

系
図
各
一
冊
）
か
ら
な
り
作
品
は
部
類
別
に
配
列
、⽝
更
級
日
記
⽞
の
所
収
巻
は

巻
第
二
十
⽛
紀
行
⽜
部
に
改
め
ら
れ
単
独
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
伝
本
は
歴
博

Ｂ
本
（
幸
仁
親
王
献
上
本
）
と
御
所
本
（
霊
元
天
皇
献
上
本
）
の
二
本
が
兄
弟

本
と
し
て
現
存
す
る
（
以
下
、
本
文
は
歴
博
Ｂ
本
に
よ
る
）。

注
（
⚓
）
拙
論
で
の
検
討
か
ら
、
異
本
Ｂ
は
異
本
Ａ
の
親
本
を
元
に
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、⽝
更
級
日
記
⽞
の
場
合
も
、
前
掲
【
⚘
】【
⚙
】
の
異
文
注
記

を
異
本
Ｂ
も
有
す
る
こ
と
か
ら
そ
の
関
係
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
加
え
て
異
本
Ｂ

で
は
、
集
全
体
の
改
編
に
あ
わ
せ
て
、
本
文
も
少
な
か
ら
ず
改
め
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
次
例
で
は
、
彰
考
館
本
の
本
文
（
⚗
）が
異
本
Ａ
で
も
踏
ま
え
ら
れ
る
が
、
異

本
Ｂ
は
こ
れ
を
独
自
に
改
訂
し
て
い
る
（
御
物
本
・
小
汀
本
は
彰
考
館
本
と
同

文
）。
彰
考
館
本
の
同
箇
所
に
は
⽛
森
成
へ
し
木
村
と
書
あ
や
ま
り
た
る
を
か

な
に
又
木
む
ら
と
書
た
る
成
へ
し
末
の
方
に
森
と
あ
り
⽜
と
の
貼
紙
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
異
本
Ｂ
の
改
訂
に
際
し
て
、
彰
考
館
本
が
作
業
原
稿
と
し
て
用
い
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
12
】（
彰
考
館
本
）
あ
る
に
木
む
ら
の
あ
る
お
か
し
き
所
（
四
六
オ
）

（
異
本
Ａ
）
あ
る
に
木
む
ら
の
あ
る
お
か
し
き
所
（
二
五
オ
）

（
異
本
Ｂ
）
あ
る
に
森
・
・
の
あ
る
お
か
し
き
所
（
二
五
オ
）

そ
し
て
異
本
Ｂ
で
は
、
独
自
の
改
訂
に
加
え
て
異
本
Ａ
と
同
様
の
他
本
に
よ

る
校
訂
も
施
さ
れ
て
い
る
。【
13
】
で
は
小
汀
本
に
類
す
る
Ｏ
本
を
参
照
し
た

彰
考
館
本
が
⽛
も
⽜
一
字
を
削
除
し
、
異
本
Ａ
も
そ
れ
を
踏
ま
え
る
が
、
異
本

Ｂ
は
こ
れ
を
御
物
本
と
同
じ
本
文
へ
と
復
元
し
て
お
り
、
御
物
本
に
近
い
伝
本

で
あ
る
Ｇ
本
の
使
用
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
【
14
】
は
津
本
注
（
⚕
）
論
に
指

摘
さ
れ
た
箇
所
で
、
異
本
Ｂ
の
異
文
注
記
は
、
小
汀
本
の
よ
う
な
異
文
注
記
を

読
み
誤
っ
て
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
彰
考
館
本
に
も
異
文
注
記
が

存
す
る
が
、
そ
の
内
容
に
差
異
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
異
本
Ｂ
に
よ
る
独
自
の
参

照
と
み
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
異
本
Ｂ
の
校
訂
に
も
小
汀
本
に
類
す
る
Ｏ

本
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
Ｇ
本
・
Ｏ
本
は
彰
考
館
本
・
異
本
Ａ
・
異
本

Ｂ
の
三
段
階
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

【
13
】（
御
物
本
）
う
た
〳
〵
ふ
に
も
あ
し
か
ら
な
り
し
（
一
七
オ
）

（
彰
考
館
本
）
う
た
う
た
ふ
に
・
あ
し
か
ら
な
り
し
（
二
三
ウ
）

（
小
汀
本
）
う
た
う
た
ふ
に
・
あ
し
か
ら
な
り
し
（
一
八
オ
）

（
異
本
Ａ
）
う
た
う
た
ふ
に
・
あ
し
か
ら
な
り
し
（
一
三
オ
）

（
異
本
Ｂ
）
う
た
う
た
ふ
に
も
あ
し
か
ら
な
り
し
（
一
二
ウ
）

【
14
】（
御
物
本
）
は
ゝ
さ
う
・
な
と
い
ふ
所
の
ら
う
の
（
六
オ
）

（
彰
考
館
本
）
はい
イ

ゝ
さ
う
・
ふ
と
い
ふ
所
の
ら
う
の
（
八
オ
）

（
小
汀
本
）
は
ゝ
い
ゝ
イ

さ
ふ
ら
ふ
と
い
ふ
所
の
ら
う
の
（
六
オ
）

（
異
本
Ａ
）
は
ゝ
さ
う
・
ふ
と
い
ふ
所
の
ら
う
の
（
四
ウ
）

（
異
本
Ｂ
）
は
ゝ
い
く
イ

さ
う
・
ふ
と
い
ふ
所
の
ら
う
の
（
四
ウ
）

ま
た
彰
考
館
本
・
異
本
Ａ
に
同
じ
く
、
異
本
Ｂ
に
お
い
て
も
古
本
と
の
関
係

が
窺
わ
れ
る
本
文
が
確
認
さ
れ
る
。
特
に
【
16
】
の
よ
う
な
異
文
注
記
の
存
在

に
よ
っ
て
、
異
本
Ｂ
の
場
合
も
何
ら
か
の
伝
本
の
使
用
が
明
確
に
想
定
さ
れ
、

そ
れ
は
異
本
Ａ
の
本
文
校
訂
に
用
い
ら
れ
た
Ｆ
本
と
同
一
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
（
二
例
と
も
御
物
本
・
小
汀
本
は
表
記
を
除
き
彰
考
館
本
と
同
文
）。

【
15
】（
彰
考
館
本
）
か
た
つ
か
た
は
ひ
ろ
山
・
な
る
所
（
五
オ
）
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（
異
本
Ａ
）
か
た
つ
か
た
は
ひ
ろ
山
・
な
る
所
（
三
オ
）

（
異
本
Ｂ
）
か
た
つ
か
た
は
ひ
ろ
や
か
な
る
所
（
三
オ
）

（
書
陵
部
本
）
か
た
つ
か
た
は
廣
・
や
か
な
る
所
（
二
ウ
）

【
16
】（
彰
考
館
本
）
ふ
し
の
山
よ
り
落
・
た
る
水
な
り
（
一
八
ウ
～
一
九
オ
）

（
異
本
Ａ
）
ふ
し
の
山
よ
り
落
・
た
る
水
な
り
（
一
〇
オ
）

（
異
本
Ｂ
）
ふ
し
の
山
よ
り
落
・
たく
イ

る
水
な
り
（
一
〇
オ
）

（
書
陵
部
本
）
富
士
の
山
よ
り
落
・
く
る
水
な
り
（
八
オ
）

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
異
本
Ｂ
は
異
本
Ａ
の
親
本
（
献
上
本
草
稿
）
を
底
本

と
し
、
彰
考
館
本
を
作
業
原
稿
と
し
て
使
用
し
つ
つ
、
独
自
に
Ｇ
本
・
Ｏ
本
・

Ｆ
本
に
よ
る
本
文
校
訂
を
加
え
た
伝
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
異
本
Ｂ
に

は
こ
の
他
に
、
他
本
の
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
異
文
注
記
が
次
の
箇
所
に
確

認
で
き
（
御
物
本
・
小
汀
本
は
表
記
を
除
き
彰
考
館
本
と
同
文
）、
独
自
の
Ｓ
本

（⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
異
本
Ｂ
所
引
伝
本
）
に
よ
る
校
訂
も
想
定
さ
れ
る
が
、
Ｏ
本
・

Ｆ
本
の
い
ず
れ
か
に
由
来
す
る
可
能
性
も
あ
り
確
証
は
な
い
。

【
17
】（
彰
考
館
本
）
我
・
の
み
や
み
む
秋
の
よ
の
月
（
八
六
ウ
）

（
異
本
Ａ
）
我
・
の
み
や
み
む
秋
の
よ
の
月
（
四
八
オ
）

（
異
本
Ｂ
）
我花
イ

・
の
み
や
み
む
秋
の
よ
の
月
（
四
八
ウ
）

（
書
陵
部
本
）
わ
れ
の
み
や
見
ん
秋
の
夜
の
月
（
三
四
ウ
～
三
五
オ
）

◆
流
布
本
の
本
文
選
択

流
布
本
は
三
〇
巻
三
五
冊
（
目
録
・
系
図
各
一
冊
）
か
ら
な
り
作
品
を
時
代

順
に
配
列
す
る
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
の
最
終
形
態
で
あ
り
、
板
本
と
明
治
期
の
活

字
本
が
存
す
る
。
板
本
は
当
初
は
大
名
・
公
卿
・
寺
院
へ
の
配
布
の
た
め
藩
版

で
板
行
さ
れ
、
や
が
て
寛
政
年
間
に
書
肆
に
よ
る
増
刷
本
が
一
般
へ
と
広
ま
っ

た
。
基
本
的
に
刊
記
が
な
く
刊
年
不
明
の
も
の
が
多
い
が
、
内
容
は
い
ず
れ
も

同
一
で
あ
る
。⽝
更
級
日
記
⽞
は
巻
第
六
に
、
異
本
Ａ
の
時
と
同
じ
四
作
品
と
と

も
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
以
下
、
本
文
は
板
本
に
よ
る
）。

流
布
本
の
構
成
は
異
本
Ａ
の
所
収
作
品
・
配
列
を
基
本
と
し
つ
つ
、
異
本
Ｂ

で
の
新
収
作
品
を
選
択
的
に
加
え
た
形
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
本
文
も
異
本

Ａ
・
異
本
Ｂ
の
取
捨
選
択
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
注
（
⚓
）
拙
論
で
考
察

し
た
⽝
和
泉
式
部
物
語
⽞
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
異
本

Ａ
の
献
上
本
草
稿
の
写
し
（
滋
大
本
の
親
本
。
滋
大
親
本
と
呼
称
）
と
、
異
本

Ｂ
の
親
本
も
し
く
は
そ
の
写
し
と
の
二
本
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⽝
更
級
日
記
⽞
の
場
合
も
、
本
文
選
択
の
あ
り
方
は
全
く
同
じ
で
あ
り
、【
18
】

の
よ
う
に
異
本
Ａ
の
本
文
を
採
用
し
た
箇
所
、【
19
】
の
よ
う
に
異
本
Ｂ
の
本
文

を
採
用
し
た
箇
所
が
恣
意
的
に
現
れ
る
。
そ
し
て
、
異
本
Ａ
伝
本
の
中
で
も
滋

大
親
本
の
使
用
が
確
実
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
忠
実
な
転
写
本
で
あ
る
滋
大
本

と
流
布
本
の
み
が
一
致
す
る
【
20
】
の
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

【
18
】（
異
本
Ａ
）
お
ほ
え
な
け
か
る
ゝ
う
ち
に
（
六
三
ウ
）

（
異
本
Ｂ
）
お
ほ
え
な
・
ら
る
ゝ
う
ち
に
（
六
三
ウ
～
六
四
オ
）

（
流
布
本
）
お
ほ
え
な
け
か
る
ゝ
う
ち
に
（
六
四
オ
）

【
19
】（
異
本
Ａ
）
見
え
わ
た
り
南
は
な
ら
ひ
の
を
か
の
（
一
五
ウ
）

（
異
本
Ｂ
）
見
え
わ
た
り
西
は
な
ら
ひ
の
を
か
の
（
一
五
ウ
）

（
流
布
本
）
見
え
わ
た
り
西
は
な
ら
ひ
の
を
か
の
（
一
六
オ
）

【
20
】（
異
本
Ａ
）
人
は
な
れ
て
い
つ
・
と
も
な
く
て
（
一
三
ウ
）

（
異
本
Ｂ
）
人
は
な
れ
て
い
つ
・
と
も
な
く
て
（
一
三
ウ
）

（
流
布
本
）
人
は
な
れ
て
い
つ
こ
と
も
な
く
て
（
一
四
オ
）

（
滋
大
本
）
人
は
な
れ
て
い
つ
こ
と
も
な
く
て
（
一
四
オ
）
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先
述
の
よ
う
に
、
滋
大
親
本
は
献
上
本
草
稿
の
写
し
に
異
本
Ｂ
に
よ
る
校
合

を
加
え
た
と
み
ら
れ
る
伝
本
で
、
滋
大
本
は
異
本
Ａ
伝
本
の
中
で
も
特
殊
な
位

置
づ
け
に
あ
る
（
例
え
ば
前
掲
【
12
】
の
⽛
木
む
ら
⽜
を
滋
大
本
は
⽛
森
⽜（
二

五
ウ
）
に
作
る
）。
そ
の
う
え
注
意
さ
れ
る
の
は
、
右
の
【
20
】
に
お
い
て
滋
大

親
本
が
、
彰
考
館
本
の
本
文
⽛
人
は
な
れ
て
い
つ
こ
と
も
な
く
て
⽜（
二
五
オ
）

を
も
参
照
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
滋
大
親
本
に
よ
る
彰
考
館
本
の

利
用
は
、
前
掲
【
13
】
の
箇
所
を
滋
大
本
が
⽛
う
た
う
た
ふ
に
も
あ
し
か
ら
な

り
し
⽜（
一
三
ウ
）
に
作
り
、⽛
も
⽜
の
右
傍
に
⽛
イ
ニ
ナ
シ
⽜
と
注
記
す
る
な

ど
の
事
例
か
ら
も
確
実
視
さ
れ
、
異
本
Ａ
の
底
本
お
よ
び
異
本
Ｂ
の
作
業
原
稿

と
し
て
用
い
ら
れ
た
彰
考
館
本
は
、
滋
大
親
本
を
通
し
て
流
布
本
の
本
文
に
も

別
個
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
滋
大
親
本
に
お
い
て
は

Ｇ
本
・
Ｏ
本
・
Ｆ
本
の
独
自
利
用
は
確
認
で
き
な
い
。

⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
所
収
本
に
お
け
る
本
文
変
化
は
以
上
の
経
緯
に
よ
り
、
以
後

の
⽝
更
級
日
記
⽞
流
布
に
お
け
る
同
集
の
影
響
力
は
、
以
下
に
確
認
す
る
絵
入

本
と
⽝
群
書
類
従
⽞
所
収
本
に
お
け
る
本
文
摂
取
に
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の

二
本
に
つ
い
て
も
、
そ
の
本
文
と
古
本
（
書
陵
部
本
）
と
の
関
係
性
が
注
視
さ

れ
る
。

三

絵
入
本
・⽝
群
書
類
従
⽞
所
収
本
の
本
文
変
化

◆
絵
入
本
の
本
文
改
訂

絵
入
本
は
、⽛
元
禄
十
七
甲
申
載
孟
春
朔
旦
／
武
陽
城
之
西
北
牛
込
魚
肆

書

林

燕
雀
堂
蔵
版
⽜
の
刊
記
を
も
つ
全
四
冊
の
半
紙
本
と
し
て
、
元
禄
十
七
年

（
一
七
〇
四
）
に
江
戸
の
書
肆
・
平
野
屋
吉
兵
衛
に
よ
っ
て
板
行
さ
れ
た
、⽝
更

級
日
記
⽞
唯
一
の
挿
絵
を
持
つ
板
本
で
あ
る
。
平
野
屋
は
元
禄
か
ら
宝
永
に
か

け
て
活
動
し
⽝
清
少
納
言
犬
枕
⽞
や
⽝
夕
顔
利
生
草
⽞
な
ど
の
浮
世
草
子
を
板

行
し
た
書
肆
と
し
て
知
ら
れ
る
（
⚘
）が
、
先
述
の
よ
う
に
当
時
は
藩
版
の
み
の
板
行

だ
っ
た
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
が
こ
こ
で
絵
入
本
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
同
集
の

早
期
に
お
け
る
利
用
範
囲
拡
大
を
示
す
貴
重
な
足
跡
と
目
さ
れ
る
。

こ
の
絵
入
本
が⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞流
布
本
を
底
本
と
す
る
こ
と
は
、前
掲【
20
】

の
箇
所
を
⽛
人
は
な
れ
て
い
つ
こ
と
も
な
く
て
⽜（
一
五
オ
）
に
作
る
な
ど
の
例

か
ら
明
ら
か
だ
が
、
全
体
を
通
し
て
散
見
す
る
の
は
、
流
布
本
に
あ
る
異
文
注

記
な
ど
の
本
行
化
（【
21
】）
や
、
漢
字
表
記
箇
所
の
訓
読
化
（【
22
】）、
独
自
の

本
文
改
変
（【
23
】）、
重
複
表
現
の
削
除
（【
24
】）
な
ど
に
よ
る
多
数
の
独
自
異

文
で
あ
る
。

【
21
】（
流
布
本
）
は
る
か
な
る
国
・
に
な
り
にわ
イ

た
り
（
二
二
ウ
）

（
絵
入
本
）
は
る
か
な
る
国
・
に
な
り
わ
た
り
（
二
五
オ
）

【
22
】（
流
布
本
）
侍
従
大
納
言
の
御
む
す
め
の
書
・
を
（
三
五
オ
）

（
絵
入
本
）
侍
従
大
納
言
の
御
む
す
め
の
ふ
み
を
（
三
九
オ
）

【
23
】（
流
布
本
）
神
拝
と
い
ふ
わ
さ
し
て
く
に
の
内
・
（
二
五
ウ
）

（
絵
入
本
）
神
拝
と
い
ふ
こ
と
し
て
国
・
の
う
ち
（
二
八
ウ
）

【
24
】（
流
布
本
）
と
經
な
と
す
る
人
も
有
と
經
の
人
は
こ
の
（
五
〇
ウ
）

（
絵
入
本
）
ど
經
な
と
す
る
人
も
有
・
・
・
・
・
此
・
（
五
六
オ
）

こ
れ
ら
の
本
文
変
化
は
、⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
所
収
本
に
お
け
る
他
本
参
照
と
は

違
い
、基
本
的
に
は
独
断
の
改
訂
と
み
ら
れ
る
が
、そ
の
根
拠
と
な
る
の
が【
22
】

の
よ
う
な
漢
字
表
記
の
訓
読
化
で
あ
る
。
同
箇
所
は
御
物
本
に
⽛
手
⽜（
四
六

オ
）、
小
汀
本
に
は
⽛
書
⽜（
四
七
オ
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、⽛
手
→
書
⽜
の
誤
写

が
発
生
し
た
後
、
後
者
の
本
文
を
も
つ
Ｏ
本
が
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
所
収
本
に
摂
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取
さ
れ
、
そ
れ
を
独
自
に
訓
読
し
た
こ
と
で
絵
入
本
の
本
文
⽛
ふ
み
⽜
が
作
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
事
例
は
、⽛
木
の
も
と
⽜（
一
〇
ウ
。
御
物
本⽛
木

の
し
た
⽜（
一
二
オ
）、
流
布
本
⽛
木
の
下
⽜（
九
ウ
））
や
、⽛
夜
ふ
け
ま
て
⽜（
三

九
オ
。
御
物
本
⽛
夜
ふ
く
る
ま
て
⽜（
四
六
ウ
）、
流
布
本
⽛
夜
更
ま
て
⽜（
三
五

オ
））
な
ど
数
多
く
、
他
種
の
本
文
改
変
に
も
通
ず
る
一
貫
し
た
改
訂
意
識
を
裏

付
け
る
。

た
だ
し
絵
入
本
に
は
、
次
の
一
箇
所
の
み
新
た
な
異
文
注
記
の
追
加
が
確
認

さ
れ
、
何
ら
か
の
伝
本
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
れ
を
一

応
Ｅ
本
（
絵
入
本
所
引
伝
本
）
と
し
て
想
定
し
て
お
く
。

【
25
】（
流
布
本
）
紅
の
う
ち
た
る
に
萩
の
あ
を
（
六
五
オ
）

（
絵
入
本
）
紅
の
う
ち
た
る
き
ゝ
イ

に
萩
の
あ
を
（
七
一
ウ
）

こ
の
よ
う
に
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
所
収
本
と
の
本
文
異
同
を
多
く
有
す
る
絵
入

本
は
、
そ
の
異
同
箇
所
に
お
い
て
古
本
と
の
関
係
が
疑
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は

書
陵
部
本
の
随
所
に
、
前
掲
【
22
】
を
⽛
侍
従
の
大
納
言
の
御
む
す
め
の
ふ
み

を
⽜（
二
五
ウ
）、【
23
】
を
⽛
神
拝
と
い
ふ
こ
と
し
て
国
の
う
ち
⽜（
一
九
オ
）

に
作
る
な
ど
の
一
致
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
書
陵
部
本
は
右
の
【
25
】
で
も
⽛
紅

の
う
ち
き
ゝ
た
る
に
萩
の
あ
を
⽜（
四
六
オ
）
の
本
文
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
は
、

古
本
の
中
で
も
特
に
書
陵
部
本
の
成
立
経
緯
を
示
す
証
左
と
し
て
、次
掲
の⽝
群

書
類
従
⽞
所
収
本
に
お
け
る
諸
例
と
と
も
に
重
要
と
な
る
。

◆
⽝
群
書
類
従
⽞
所
収
本
の
本
文
校
訂

塙
保
己
一
に
よ
る
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
構
想
開
始
後
、
寛
政
五
年
（
一

七
九
三
）
設
置
の
和
学
講
談
所
で
編
纂
さ
れ
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
か

け
て
板
行
さ
れ
た
⽝
群
書
類
従
⽞
は
、
巻
第
三
百
二
十
八
⽛
紀
行
部
二
⽜
に
⽛
さ

ら
し
な
日
記
⽜
の
題
で
⽝
更
級
日
記
⽞
を
収
め
る
。
巻
末
に
は
御
物
本
奥
書
・

勘
物
に
続
け
て
⽛
右
さ
ら
し
な
の
日
記
以
古
本
書
寫
以
屋
代
弘
賢
蔵
本
及
扶
桑

拾
葉
集
／
校
合
畢
⽜（
七
二
オ
）
の
識
語
が
あ
り
、
そ
の
本
文
は
何
ら
か
の
古
伝

本
を
底
本
と
し
、
編
者
の
一
人
で
あ
る
屋
代
弘
賢
の
所
蔵
本
と
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞

流
布
本
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。

⽝
群
書
類
従
⽞
所
収
本
に
お
け
る
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
流
布
本
の
使
用
は
、
例
え

ば
前
掲
【
19
】
の
箇
所
を
⽛
見
え
わ
た
り
西
は
な
ら
ひ
の
岡
の
⽜（
一
七
ウ
）
に

作
る
な
ど
の
一
致
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
留
意
し
た
い
の
は
、
以
下

の
例
か
ら
推
測
さ
れ
る
古
伝
本
お
よ
び
屋
代
弘
賢
本
の
素
性
で
あ
る
。

【
26
】（
流
布
本
）
木
そ
・
み
つ
た
て
る
・
・
・
・
そ
の
日
は
（
三
オ
）

（
類
従
本
）
木
そ
・
み
つ
た
て
る
と
こ
ろ
に
其
・
日
は
（
二
ウ
）

（
御
物
本
）
木
そ
・
み
つ
た
て
る
・
・
・
・
そ
の
日
は
（
三
オ
）

（
小
汀
本
）
に
そ
の
み
つ
た
て
る
所
・
・
に
そ
の
日
は
（
三
オ
）

【
27
】（
流
布
本
）
ひ
と
〳
〵
あ
れ
は
い
て
ま
か
て
い
り
ぬ
（
五
一
ウ
）

（
類
従
本
）
ひ
と
〳
〵
あ
れ
は
い
て
さ
い
ま
か
イ

て
い
り
ぬ
（
五
一
ウ
）

（
御
物
本
）
ひ
と
〳
〵
あ
れ
は
い
て
さ
い
て
い
り
ぬ
（
六
七
オ
）

（
小
汀
本
）
人
・
〳
〵
あ
れ
は
い
て
ま
か
て
い
り
ぬ
（
六
八
ウ
）

⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
流
布
本
と
⽝
群
書
類
従
⽞
所
収
本
が
異
な
る
箇
所
に
つ
い
て

他
伝
本
を
対
校
す
る
と
、【
26
】
の
よ
う
な
小
汀
本
と
の
一
致
、【
27
】
の
よ
う

な
御
物
本
と
の
一
致
が
確
認
さ
れ
、
古
伝
本
と
屋
代
弘
賢
本
は
、
い
ず
れ
か
一

方
が
御
物
本
に
近
い
伝
本
、
も
う
一
方
が
小
汀
本
に
類
す
る
伝
本
だ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
。
た
だ
し
、⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
流
布
本
を
含
む
三
伝
本
の
本
文

の
う
ち
、
ど
れ
を
本
行
本
文
・
異
文
注
記
に
採
用
す
る
か
は
箇
所
に
よ
っ
て
恣

意
的
で
あ
る
た
め
、右
二
本
の
素
性
を
そ
れ
ぞ
れ
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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な
お
こ
こ
で
用
い
ら
れ
た
二
本
は
彰
考
館
本
・⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
所
収
本
に
用
い

ら
れ
た
Ｇ
本
・
Ｏ
本
に
準
じ
て
、
以
下
ｇ
本
・
ｏ
本
と
呼
称
す
る
。

こ
の
⽝
群
書
類
従
⽞
所
収
本
と
古
本
（
書
陵
部
本
）
の
関
係
は
、【
28
】
の
よ

う
な
特
徴
的
な
漢
字
使
用
の
一
致
に
確
認
さ
れ
る
が
、
御
物
本
の
巻
末
勘
物
を

両
者
に
比
較
し
た
と
き
、
誤
字
を
共
有
し
な
が
ら
も
書
陵
部
本
の
み
の
誤
字
も

あ
る
【
29
】
の
例
か
ら
、⽝
群
書
類
従
⽞
所
収
本
の
表
記
を
書
陵
部
本
が
摂
取
し

た
と
い
う
先
後
関
係
を
推
定
で
き
る
。
そ
れ
が
古
本
全
体
に
敷
衍
さ
れ
る
問
題

か
は
次
節
で
検
討
す
る
。

【
28
】（
流
布
本
）
の
ほ
り
け
む
野
へ
は
煙
も
な
か
り
け
り
（
四
〇
オ
）

（
類
従
本
）
の
ほ
り
け
む
野
へ
は
煙
も
な
か
り
鳧
・
（
四
一
ウ
）

（
書
陵
部
本
）
の
ほ
り
け
む
野
へ
は
煙
も
な
か
り
鳧
・
（
二
九
オ
）

【
29
】（
御
物
本
）
十
一
月
廿
日
…
…
唐
衣
一
領
〈
五
重
〉（
九
四
ウ
）

（
類
従
本
）
十
一
月
廿
日
…
…
唐
衣
一
領
〈
五
主重

〉（
七
一
オ
）

（
書
陵
部
本
）
十
二
月
廿
日
…
…
唐
衣
一
領
〈
五
主重

〉（
五
一
ウ
）

な
お
⽝
群
書
類
従
⽞
所
収
本
は
そ
の
後
、
先
述
の
絵
入
本
と
と
も
に
天
保
板

本
の
本
文
作
成
に
関
与
し
て
い
る
。
天
保
板
本
は
、
西
門
蘭
渓
を
校
訂
者
と
し

て
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
江
戸
の
千
鐘
房
・
萬
笈
堂
・
金
花
堂
よ
り
板
行

さ
れ
た
上
下
二
冊
本
で
、
そ
の
凡
例
に
⽛
此
書
元
禄
十
七
年
板
の
半
帋
本
を
正

本
ニ
シ
テ
塙
本
古
寫
本
ニ
テ
校
合
セ
シ
也
⽜
と
記
す
よ
う
に
、
絵
入
本
を
底
本

と
し
⽝
群
書
類
従
⽞
所
収
本
を
⽛
古
寫
本
⽜（
御
物
本
に
近
い
伝
本
と
み
ら
れ
る
）

と
と
も
に
校
訂
利
用
し
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
和
田
義
一

⽛⽝
更
級
日
記
⽞
版
本
の
研
究
（
⚙
）⽜
が
あ
り
、
本
稿
で
は
省
略
に
従
う
。

四

古
本
の
素
性
と
Ｆ
本
と
の
関
係

◆
古
本
へ
の
言
及
と
書
陵
部
本
の
出
所

こ
こ
ま
で
の
各
段
階
で
確
認
さ
れ
た
古
本
と
の
本
文
一
致
と
い
う
事
象
を
踏

ま
え
、
問
題
と
な
る
本
文
の
先
後
関
係
を
考
え
る
に
際
し
て
、
先
学
に
よ
る
古

本
へ
の
言
及
か
ら
確
認
す
る
。

上
洛
記
事
に
お
け
る
地
理
関
係
の
矛
盾
解
消
を
狙
っ
た
、
古
本
に
よ
る
大
幅

な
本
文
配
列
操
作
の
中
で
も
、
特
に
重
要
視
さ
れ
て
き
た
の
が
⽛
ふ
と
ゐ
か
は
⽜

と
⽛
あ
す
た
河
⽜
と
の
記
述
交
替
で
あ
る
。
御
物
本
で
は
⽛
し
も
つ
さ
の
く
に

と
む
さ
し
と
の
さ
か
ひ
に
て
あ
る
ふ
と
ゐ
か
は
と
い
ふ
⽜（
四
オ
）、⽛
む
さ
し
と

さ
か
み
と
の
中
に
ゐ
て
あ
す
た
河
と
い
ふ
在
五
中
将
の
い
さ
こ
と
ゝ
は
む
と
よ

み
け
る
わ
た
り
な
り
中
将
の
し
ふ
に
は
す
み
た
河
と
あ
り
⽜（
九
ウ
～
一
〇
オ
）

と
現
れ
る
両
記
述
が
、
古
本
に
お
い
て
傍
線
部
を
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
隅
田
川
の
記
述
を
持
つ
⽝
伊
勢
物
語
⽞
第
九
段
の
注
釈
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

古
本
に
理
を
認
め
る
立
場
か
ら
以
下
の
言
及
が
な
さ
れ
て
き
た
。

・
伴
蒿
蹊
（
一
七
三
三
～
一
八
〇
六
）
著
⽝
閑
田
次
筆
⽞（
文
化
三
年
（
一
八
〇

六
）
刊
（
10
））

⽛
江
戸
の
橘
千
蔭
の
文
に
、こ
と
の
つ
い
で
あ
り
て
い
ひ
こ
さ
れ
し
は
、⽝
此

所
古
本
を
え
て
校
合
せ
し
に
、
今
本
甚
の
錯
乱
に
て
…
…
⽞
と
い
へ
り
。

後
又
此
古
本
を
う
つ
し
お
く
ら
れ
て
家
蔵
と
す
⽜

・
石
川
雅
望（
一
七
五
四
～
一
八
三
〇
）著⽝
ね
ざ
め
の
す
さ
び
⽞（
成
立
年
未
詳
（
11
））

⽛
や
つ
が
れ
が
蔵
書
に
、
萩
原
宗
固
と
い
ふ
人
の
自
筆
も
て
校
合
せ
る
本

あ
り
。
そ
れ
は
古
本
も
て
う
つ
し
な
ほ
せ
る
よ
し
、
し
る
し
て
こ
ゝ
に
か
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き
つ
く
⽜

・
藤
井
高
尚（
一
七
六
四
～
一
八
四
〇
）著⽝
伊
勢
物
語
新
釋
⽞（
文
政
元
年（
一

八
一
八
）
刊
（
12
））

⽛
お
の
れ
こ
れ
か
れ
と
あ
ま
た
見
た
り
し
中
に
古
き
印
本
に
下
つ
ふ
さ
の

国
と
む
ざ
し
の
さ
か
ひ
に
て
あ
る
あ
す
た
河
と
い
ふ
は
在
五
中
将
の
い
ざ

こ
と
と
は
ん
と
よ
み
け
る
わ
た
り
也
⽜

こ
の
中
で
、
と
も
に
現
存
し
な
い
萩
原
宗
固
（
一
七
〇
三
～
一
七
八
四
）
校

合
本
と
⽛
古
き
印
本
⽜
へ
の
言
及
に
注
目
し
た
い
。
天
明
四
年
没
の
宗
固
に
よ

る
接
触
は
、
古
本
の
成
立
下
限
が
⽝
群
書
類
従
⽞
以
前
に
遡
る
こ
と
を
示
し
、

そ
れ
は
先
に
確
認
し
た
書
陵
部
本
に
お
け
る
⽝
群
書
類
従
⽞
所
収
本
の
摂
取
が
、

古
本
全
般
の
営
為
で
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
書
陵
部
本
と
絵
入
本
と
の

本
文
の
一
致
は
、
書
陵
部
本
と
⽛
古
き
印
本
⽜
と
の
関
係
を
疑
わ
せ
る
が
、
こ

の
点
は
以
下
の
現
存
伝
本
に
残
る
痕
跡
か
ら
さ
ら
に
精
査
で
き
る
。

・
直
方
本
の
伴
直
方
（
一
七
九
〇
～
一
八
四
二
）
校
合
注
記

⽛
古
き
印
本
に
／
下
つ
ふ
さ
の
国
と
む
さ
し
の
さ
か
ひ
に
て
あ
る
⽜（
六
オ
）

・
浜
臣
本
（
13
）の
清
水
浜
臣
（
一
七
七
六
～
一
八
四
二
）
奥
書

⽛
文
化
元
甲
子
季
冬
以
浪
華
隠
士
若
山
滋
古
所
蔵
古
印
本
校
正
了

濱
臣
⽜

（
七
二
オ
）

・
加
藤
本
（
14
）の
小
山
田
与
清
（
一
七
八
三
～
一
八
四
七
）
奥
書

⽛
文
化
十
一
年
十
月
七
日
安
田
躬
弦
の
蔵
本
も
て
校
合
せ
り
／
同
年
十
二

月
は
か
り
難
波
人
若
山
滋
古
が
所
蔵
の
古
印
本
を
謄
写
せ
し
本
を
以
て
再

校
し
つ
る
に
躬
弦
か
校
合
せ
し
本
も
大
か
た
お
な
し
さ
ま
に
て
こ
と
な
る

























ふ
し
な
し





⽜（
四
〇
オ
）

直
方
本
の
⽛
古
き
印
本
⽜
に
よ
る
注
記
は
⽛
む
さ
し
と
さ
か
み
と
の
⽜（
六
オ
）

の
文
頭
に
施
さ
れ
、
高
尚
の
言
及
内
容
と
一
致
す
る
。
そ
し
て
直
方
と
同
じ
村

田
春
海
門
下
の
浜
臣
と
与
清
は
、
若
山
滋
古
（
？
～
一
八
一
一
）
所
蔵
の
古
印

本
（
以
下
、
若
山
本
）
や
そ
の
謄
写
本
を
校
合
に
用
い
、⽛
ひ
と
ゐ
川
⽜（⽛
ふ
と

ゐ
か
は
⽜
の
⽝
群
書
類
従
⽞
所
収
本
に
よ
る
誤
写
）
に
対
し
て
⽛
あ
す
た
川
と

そ
い
ふ
…
…
中
将
の
集
に
は
す
み
た
川
と
あ
り
⽜（
浜
臣
本
三
ウ
、加
藤
本
二
オ
）

と
の
古
本
本
文
を
注
記
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
直
方
や
同
時
代
の
高
尚
が
用

い
た
⽛
古
き
印
本
⽜
も
若
山
本
と
同
一
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
若
山
本
を
め
ぐ
っ
て
は
、
武
井
麻
子
⽝
校
本
⽝
更
級
日
記
（
15
）⽞⽞
に
⽛
元
禄

板
本
（
絵
入
本
・
筆
者
注
）
を
底
本
に
し
つ
つ
も
、
そ
の
本
文
を
改
変
し
た
も

の
、
あ
る
い
は
元
禄
板
本
と
推
測
さ
れ
る
若
山
滋
古
所
蔵
の
古
印
本
…
…
に
伝

え
ら
れ
る
本
文
配
列
は
…
…
異
本
…
…
と
合
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ

て
、
異
本
が
元
禄
板
本
の
系
統
に
属
す
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
⽜
と
の
指

摘
が
あ
る
（
前
半
不
明
瞭
だ
が
、
絵
入
本
を
元
に
作
ら
れ
た
別
の
板
本
か
、
絵

入
本
へ
の
直
接
書
き
入
れ
本
か
の
二
種
を
想
定
す
る
か
）。
単
に
⽛
古
印
本
⽜
と

の
み
称
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、若
山
本
は
絵
入
本
へ
の
直
接
書
き
入
れ
本
で
な
く
、

現
存
す
る
四
種
と
は
別
の
板
本
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
本
文
配
列

を
独
自
に
操
作
し
た
《
古
本
の
原
型
本
》
だ
っ
た
か
、
既
存
の
古
本
に
よ
っ
て

改
め
た
《
古
本
に
よ
る
改
変
本
》
だ
っ
た
か
は
詳
ら
か
に
し
な
い
。
た
だ
し
若

山
本
の
本
文
が
絵
入
本
と
一
致
す
る
こ
と
は
、
前
掲
【
23
】
の
箇
所
で
浜
臣
本

が
⽛
わ
さ
し
て
⽜（
二
七
ウ
）
に
対
し
⽛
こ
と
し
て
古
⽜
と
注
記
す
る
例
な
ど
か

ら
明
ら
か
で
、
か
つ
絵
入
本
に
よ
る
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
流
布
本
の
早
期
利
用
に

鑑
み
て
、
少
な
く
と
も
若
山
本
は
絵
入
本
よ
り
後
発
の
板
本
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
先
述
の
よ
う
に
絵
入
本
と
の
一
致
を
み
せ
る
書
陵
部
本
は
、
こ
の
若

山
本
な
い
し
は
そ
の
系
統
本
（
例
え
ば
若
山
本
と
の
近
似
を
与
清
が
指
摘
す
る
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安
田
躬
弦
（
一
七
六
三
～
一
八
一
六
）
の
使
用
本
な
ど
）
を
元
と
し
、⽝
群
書
類

従
⽞
所
収
本
に
よ
る
本
文
お
よ
び
表
記
の
改
訂
を
加
え
た
、
古
本
の
中
で
も
末

流
の
伝
本
と
判
断
さ
れ
る
。
よ
っ
て
書
陵
部
本
と
絵
入
本
の
一
致
箇
所
は
、
い

ず
れ
も
絵
入
本
の
改
訂
本
文
を
書
陵
部
本
が
継
承
（【
25
】
の
注
記
は
本
行
化
）

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

書
陵
部
本
の
位
置
づ
け
が
こ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
彰
考
館
本
以

下
に
観
察
さ
れ
た
書
陵
部
本
と
の
一
致
本
文
（
彰
考
館
本
の
【
⚕
】、⽝
扶
桑
拾

葉
集
⽞
異
本
Ａ
の
【
10
】、
異
本
Ｂ
の
【
15
】）
は
、
基
本
的
に
は
各
段
階
に
お

け
る
改
訂
本
文
を
、⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
所
収
本
・
絵
入
本
を
経
て
、
後
発
の
書
陵

部
本
が
継
承
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

◆
古
本
接
触
資
料
の
洞
察

た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
先
後
関
係
が
確
定
す
る
一
方
で
、
異
文
注
記
の
例
で

あ
る
【
11
】【
16
】
が
あ
る
以
上
、⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
異
本
Ａ
・
異
本
Ｂ
の
本
文

混
成
に
お
け
る
Ｆ
本
の
使
用
が
揺
る
が
な
い
の
も
ま
た
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
本
行
本
文
に
お
け
る
書
陵
部
本
と
の
一
致
箇
所
の
中
に
も
、
Ｆ
本
由
来
の
本

文
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
本
行
本
文
に
お
け
る
Ｆ

本
利
用
の
可
能
性
は
、
異
本
Ａ
の
直
前
に
作
ら
れ
た
彰
考
館
本
の
場
合
に
も
想

定
す
る
こ
と
が
で
き
、
Ｆ
本
が
古
本
そ
の
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
別
伝
本

で
あ
る
か
の
問
題
は
、
な
お
も
重
要
課
題
と
し
て
探
究
の
余
地
を
残
す
。

古
本
と
の
接
触
を
も
っ
た
資
料
と
し
て
は
、
前
掲
の
直
方
本
以
下
な
ど
の
他

に
、古
本
本
文
を
本
行
に
持
つ
茨
城
本
と
、古
本
に
よ
る
注
記
を
持
つ
黒
川
本
・

円
頓
本
が
管
見
に
及
ん
で
い
る
。
中
で
も
茨
城
本
は
先
述
の
⽛
ふ
と
ゐ
か
は
⽜

⽛
あ
す
た
河
⽜
の
記
述
交
替
を
は
じ
め
と
す
る
古
本
の
本
文
配
列
を
備
え
る
ほ

か
、
書
陵
部
本
が
欠
く
⽛
お
ほ
井
か
は
⽜（
一
三
ウ
）
に
つ
い
て
の
記
述
を
御
物

本
と
は
違
う
配
列
で
留
め
（
浜
臣
本
・
加
藤
本
注
記
に
よ
れ
ば
同
記
述
は
若
山

本
に
も
存
す
る
）、
か
つ
⽝
群
書
類
従
⽞
所
収
本
の
特
徴
的
漢
字
表
記
を
持
た
な

い
こ
と
か
ら
特
に
注
目
さ
れ
る
が
、そ
の
実
態
は
、御
物
本
に
近
い
伝
本
と⽝
扶

桑
拾
葉
集
⽞
流
布
本
と
の
混
態
本
文
を
持
ち
な
が
ら
、
本
文
配
列
の
異
な
る
箇

所
を
除
い
て
茨
城
本
と
同
一
の
字
詰
め
・
行
取
り
を
持
つ
黒
川
本
に
よ
っ
て
確

か
め
ら
れ
る
。

茨
城
本
と
黒
川
本
を
比
較
す
る
と
、
茨
城
本
が
巻
末
勘
物
の
⽛
五
年
正
月
⽜

（
七
九
ウ
）を⽛
長
久
二
年
⽜に
見
せ
消
ち
訂
正
す
る
所
、黒
川
本
の
本
行
は⽛
長

久
二
年
正
月
⽜（
七
八
ウ
）
に
改
め
ら
れ
、
茨
城
本
が
先
行
す
る
形
態
を
見
せ
る

が
、
一
方
で
黒
川
本
の
本
文
が
常
に
毎
半
葉
十
行
で
あ
る
の
に
対
し
、
茨
城
本

で
は
本
文
配
列
変
更
に
よ
っ
て
崩
れ
た
字
詰
め
・
行
取
り
を
、
中
盤
以
降
で
黒

川
本
に
一
致
す
る
よ
う
合
理
化
し
た
箇
所
が
確
認
で
き
る
。
よ
っ
て
両
者
は
親

本
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
本
と
考
え
ら
れ
、
親
本
の
混
態
本
文
を
元
と
し
つ
つ
、

古
本
本
文
を
取
り
込
ん
だ
校
合
本
が
茨
城
本
と
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
黒
川
本
の
丁
上
部
余
白
に
⽛
一
本
⽜
と
記
す
古
本
注
記
の
典
拠
と

考
え
ら
れ
る
の
が
、文
言
の
一
致
す
る
注
記
を
同
箇
所
に
持
つ
円
頓
本
で
あ
る
。

円
頓
本
が
黒
川
本
・
茨
城
本
の
親
本
段
階
で
参
照
さ
れ
た
こ
と
は
、
書
陵
部
本

に
存
在
し
な
い
茨
城
本
の
独
自
異
文
⽛
人
〳
〵
ひ
ろ
い
な
と
す
ふ
た
村
山
は
参

川
と
尾
張
と
な
り
と
そ
お
は
り
の
く
に
な
る
み
の
う
ら
を
⽜（
一
五
オ
）
に
よ
っ

て
決
定
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
独
自
異
文
は
、
茨
城
本
の
前
丁
に
み
え
る
⽛
た
か

し
の
は
ま
と
い
ふ
し
か
す
か
の
わ
た
り
…
⽜（
一
四
ウ
）
と
い
う
本
文
が
、
や
は

り
書
陵
部
本
の
⽛
高
師
の
濱
と
い
ふ
三
河
と
尾
張
と
な
る
し
か
す
か
の
わ
た
り

…
⽜（
九
ウ
）
に
対
立
す
る
こ
と
と
関
係
す
る
。
茨
城
本
の
本
文
は
円
頓
本
の
注
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記
に
み
え
る
⽛
し
か
す
か
の
渡
以
下
二
十
一
字
前
の
八
橋
の
上
ニ
入
⽜（
円
頓
本

七
オ
）
と
の
誤
指
示
に
起
因
す
る
と
み
ら
れ
、
注
記
に
従
い
⽛
し
か
す
か
の
わ

た
り
⽜
以
下
の
本
文
の
み
を
移
動
し
た
結
果
、⽛
参
川
と
尾
張
と
な
る
⽜
が
残
存

し
、
そ
れ
を
前
後
の
文
章
に
続
く
よ
う
改
変
し
た
も
の
が
、
前
掲
⽛
ふ
た
村
山

は
…
⽜
の
独
自
異
文
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
は
正
し
く
は
⽛
三
河
と
尾
張
と

な
る
以
下
…
⽜
と
指
示
す
べ
き
所
で
、
浜
臣
本
に
は
正
し
い
指
示
が
注
記
さ
れ
、

書
陵
部
本
の
本
文
は
そ
の
指
示
に
合
致
し
て
い
る
（
な
お
加
藤
本
に
も
同
様
の

誤
指
示
が
存
す
る
）。

つ
ま
り
茨
城
本
が
留
め
る
古
本
本
文
は
、
独
自
に
古
本
を
校
合
し
た
も
の
で

な
く
、
親
本
の
本
文
を
円
頓
本
由
来
の
注
記
に
従
い
並
び
替
え
た
、
い
わ
ば
古

本
の
再
生
産
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
黒
川
本
は
円
頓
本
の
持
つ
古
本
注
記

を
一
部
欠
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
書
写
時
の
誤
脱
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
。

以
上
の
結
果
は
、⽝
群
書
類
従
⽞所
収
本
と
の
接
触
を
経
た
書
陵
部
本
の
他
に
、

古
本
系
の
伝
本
が
現
状
見
出
せ
な
い
こ
と
を
示
す
。
知
ら
れ
る
限
り
最
も
早
く

に
古
本
を
利
用
し
た
萩
原
宗
固
さ
え
も
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
の
初
刊
よ
り
後
の
生

誕
で
、
ほ
か
に
古
本
に
接
し
た
人
物
も
軒
並
み
一
八
世
紀
～
一
九
世
紀
に
か
け

て
の
国
学
者
に
限
ら
れ
る
こ
と
は
、
古
本
の
成
立
が
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
以
降
で

あ
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
が
、
そ
の
時
点
は
現
存
資
料
か
ら
は
残
念
な
が
ら
確

定
に
至
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
仮
に
古
本
の
成
立
が
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
以
降
で

あ
る
な
ら
ば
、
Ｆ
本
は
現
存
諸
本
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
本
文
を
備
え
る
伝
本

だ
っ
た
と
言
え
、
彰
考
館
本
や
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
所
収
本
は
そ
の
稀
少
な
痕
跡

を
留
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

五

総
括
と
展
望

近
世
期
に
お
け
る
⽝
更
級
日
記
⽞
本
文
の
伝
流
は
、
Ｇ
本
（
御
物
本
に
近
い

伝
本
）
と
Ｏ
本
（
小
汀
本
に
類
す
る
伝
本
）
の
本
文
混
成
を
軸
と
し
た
彰
考
館

本
の
作
成
に
始
ま
り
、
同
本
を
底
本
と
す
る
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
所
収
本
の
一
次

形
態
＝
異
本
Ａ
と
、
そ
れ
を
元
に
し
た
二
次
形
態
＝
異
本
Ｂ
に
お
け
る
、
独
自

改
訂
と
Ｇ
本
・
Ｏ
本
お
よ
び
Ｆ
本
（
古
本
も
し
く
は
非
現
存
諸
本
）
を
用
い
た

校
訂
を
経
て
、
異
本
Ａ
・
異
本
Ｂ
の
本
文
を
取
捨
選
択
し
た
最
終
形
態
＝
流
布

本
に
最
初
の
画
期
を
み
た
。
そ
の
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
流
布
本
は
、
絵
入
本
と
⽝
群

書
類
従
⽞
所
収
本
の
母
体
と
な
り
、
前
者
は
独
自
改
訂
と
Ｅ
本
（
非
現
存
諸
本
）

に
よ
る
校
訂
を
経
て
古
本
の
本
文
に
流
入
、
後
者
は
ｇ
本
と
ｏ
本
に
よ
る
校
訂

を
経
て
古
本
の
末
流
で
あ
る
書
陵
部
本
に
摂
取
さ
れ
、
や
が
て
流
布
本
に
発
し

た
両
者
は
、
天
保
板
本
の
本
文
混
成
に
用
い
ら
れ
る
形
で
再
合
流
し
、
そ
の
後

の
作
品
受
容
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
考
察
は
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
は
御
物
本
に

近
い
Ｇ
本
・
ｇ
本
の
他
に
、
Ｏ
本
・
ｏ
本
・
Ｆ
本
・
Ｅ
本
、
さ
ら
に
は
異
本
Ｂ

で
用
い
ら
れ
た
可
能
性
の
あ
る
Ｓ
本
と
い
っ
た
、
従
来
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
伝

本
系
統
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
る
。
御
物
本
か
ら
発
し
た
諸
伝
本
が
、
い
ず
れ

も
錯
簡
に
起
因
す
る
本
文
混
乱
を
抱
え
な
が
ら
も
、
決
し
て
単
純
な
敷
き
写
し

を
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
様
々
な
変
貌
を
遂
げ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
少

な
く
と
も
一
部
は
鎌
倉
期
に
遡
る
そ
の
系
譜
が
、
近
世
期
ま
で
引
き
継
が
れ
て

き
た
こ
と
が
、
右
の
本
文
伝
流
か
ら
は
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
に
続
く
課
題
は
そ
の
系
譜
解
明
が
主
と
な
る
が
、
現
在
把
握
し
て
い
る
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⽝更級日記⽞近世期本文系統図
（※本図に対する古本の位置づけは要検討）
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手
が
か
り
と
し
て
は
、【
⚒
】
の
箇
所
で
小
汀
本
と
一
致
し
、
一
方
【
⚖
】
の
箇

所
で
御
物
本
と
一
致
す
る
本
文
を
持
つ
複
数
伝
本
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
（
高

松
宮
本
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
、H

600-1406

む
函86

）
や
狩
野
文
庫

本
（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、4-11274-1

）
な
ど
）。
そ
れ
ら
は
Ｏ
本
の
系

統
関
係
を
繙
く
根
拠
と
し
て
期
待
さ
れ
る
が
、
一
方
Ｏ
本
の
素
性
を
探
る
上
で

は
、
小
松
注
（
⚔
）
書
に
小
汀
本
と
同
系
の
江
戸
初
期
写
本
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
小
松
茂
美
本
（
現
所
在
不
明
）
な
ど
の
探
索
も
不
可
欠
で
あ
り
、
未
紹
介
伝

本
を
含
む
現
存
諸
本
の
悉
皆
調
査
と
散
逸
伝
本
の
痕
跡
探
査
が
、
古
本
の
成
立

関
係
を
含
め
た
解
明
の
糸
口
に
な
る
。

〈
注
〉

（
⚑
）
玉
井
幸
助
⽝
更
級
日
記
錯
簡
考
⽞（
育
英
書
院
、
一
九
二
五
年
）。

（
⚒
）
津
本
信
博
⽛⽝
更
級
日
記
⽞
諸
本
の
解
説
⽜（⽝
更
級
日
記
の
研
究
⽞
早
稲

田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
二
年
）。

（
⚓
）
岡
田
貴
憲
⽛⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
所
収
⽝
和
泉
式
部
物
語
⽞
の
本
文
─
主
要

伝
本
の
関
係
と
諸
本
混
成
の
実
態
─
⽜（⽝
国
語
国
文
⽞
第
八
五
巻
第
二

号
、
二
〇
一
六
年
二
月
）。

（
⚔
）
小
松
茂
美
⽝
校
本
浜
松
中
納
言
物
語
⽞（
二
玄
社
、
一
九
六
四
年
）。

（
⚕
）
津
本
信
博
⽛
小
汀
本
⽝
更
級
日
記
⽞
に
つ
い
て
⽜（⽝
更
級
日
記
の
研
究
⽞

早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
二
年
。
礎
稿
の
初
出
は
一
九
六
五
年
）。

（
⚖
）
岡
田
貴
憲
⽛⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
異
本
成
立
考
─
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所

蔵
本
二
種
を
手
が
か
り
に
─
⽜（⽝
国
語
国
文
⽞
第
八
八
巻
第
三
号
、
二

〇
一
九
年
三
月
）
参
照
。

（
⚗
）
玉
井
注
（
⚑
）
書
は
同
箇
所
を
⽛
本
文
を
誤
つ
て
改
め
た
点
が
、
拾
葉

集
本
に
そ
の
ま
ゝ
残
つ
て
ゐ
る
⽜
例
と
し
て
掲
げ
、
彰
考
館
本
の
本
文

に
つ
い
て
⽛
此
の
本
の
校
訂
者
は
⽛
木
む
ら
⽜
を
消
し
て
⽛
森
⽜
と
改

め
て
ゐ
る
⽜
と
述
べ
る
が
、
実
際
は
そ
の
よ
う
な
訂
正
は
確
認
で
き
な

い
。

（
⚘
）
井
上
和
雄
編
・
坂
本
宗
子
増
訂
⽝
増
訂
慶
長
以
来
書
賈
集
覧
⽞（
高
尾
書

店
、
一
九
七
〇
年
）。

（
⚙
）
和
田
義
一⽛⽝
更
級
日
記
⽞版
本
の
研
究
⽜（⽝
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
⽞

第
三
三
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）。

（
10
）
引
用
は
⽝
日
本
随
筆
大
成
〈
第
一
期
〉
18
⽞（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六

年
）
所
収
の
翻
刻
に
よ
る
。

（
11
）
引
用
は
⽝
日
本
随
筆
大
成
〈
第
三
期
〉
⚑
⽞（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六

年
）
所
収
の
翻
刻
に
よ
る
。

（
12
）
引
用
は
片
桐
洋
一
・
山
本
登
朗
編
⽝
鉄
心
斎
文
庫

伊
勢
物
語
古
注
釈

叢
刊

第
13
巻
⽞（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
所
収
の
藤
井
高
尚
自
筆

稿
本
に
よ
る
。

（
13
）
同
本
の
写
し
に
古
雅
堂
本
（
大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー

蔵
、915.36-SU

G

）
が
あ
る
。

（
14
）
玉
井
注
（
⚑
）
書
と
津
本
注
（
⚒
）
論
は
こ
れ
を
⽛（
齋
藤
）
彦
麿
本
⽜

と
称
す
る
が
、
同
本
が
与
清
・
彦
麿
奥
書
に
次
い
で
加
藤
一
周
の
識
語

を
加
え
、
か
つ
⽝
群
書
類
従
⽞
所
収
本
の
奥
書
を
写
す
の
に
対
し
、
親

本
と
み
ら
れ
る
神
宮
文
庫
所
蔵
本
（
神
宮
文
庫
蔵
、859-1

）
は
⽝
群
書

類
従
⽞
板
本
そ
の
も
の
に
与
清
・
彦
麿
奥
書
の
み
を
備
え
る
。
よ
っ
て

後
者
を
彦
麿
本
と
し
、
前
者
を
加
藤
本
と
改
め
た
。
た
だ
し
本
稿
執
筆
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時
点
で
神
宮
文
庫
が
旧
庫
中
の
た
め
、
引
用
は
加
藤
本
に
よ
る
。

（
15
）
武
井
麻
子
⽝
校
本
⽝
更
級
日
記
⽞⽞（
東
京
図
書
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）。

付
記

本
稿
で
掲
出
・
参
照
し
た
⽝
更
級
日
記
⽞
伝
本
は
以
下
の
通
り
（
基
本

は
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
、
そ
れ
以
外
に
よ

る
場
合
は
明
記
）。
貴
重
な
資
料
の
利
用
に
際
し
、
ご
高
配
を
賜
っ
た
各

所
蔵
機
関
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

御
物
本（
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
)→
橋
本
不
美
男
編⽝
更
級
日
記

御
物
⽞（
笠

間
書
院
、
一
九
七
一
年
)／
小
汀
本
（
現
所
在
不
明
)→
小
松
茂
美
⽝
校
本

浜
松
中
納
言
物
語
⽞（
二
玄
社
、一
九
六
四
年
)／
彰
考
館
本（
徳
川
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
蔵
、
和5-07868

)／
書
陵
部
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、155-94

)／

直
方
本
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
、E26-1072
)→
原
本
／
浜
臣
本
（
西

尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
、215.5/A

5

)→
所
蔵
機
関
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
／
加

藤
本
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
、A
00-5593

)／
茨
城
本
（
茨
城
県
立

歴
史
館
蔵
、
前5-22

)／
黒
川
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
黒
-184)／
円
頓

本
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
、E26-988

)→
原
本
／
絵
入
本
（
宮
内
庁

書
陵
部
蔵
、
黒
-106)／
天
保
板
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
、
サ5-14
)

／
〈以
下
⽝
扶
桑
拾
葉
集
⽞
所
収
本
〉
桂
宮
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、554-

17

)／
内
閣
本
（
国
立
公
文
書
館
蔵
、204-146

)→
所
蔵
機
関
デ
ジ
タ
ル
画

像
／
歴
博
Ｂ
本
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
、H

-600-420

む
函1

)→

所
蔵
機
関
デ
ジ
タ
ル
画
像
／
御
所
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、554-16

)／
滋

大
本
（
滋
賀
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
和
歌
-101-1

)→
原
本
／
板
本
（
国
立

公
文
書
館
蔵
、204-143

)→
所
蔵
機
関
デ
ジ
タ
ル
画
像
／
〈以
下
⽝
群
書
類

従
⽞
所
収
本
〉
類
従
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
、
ヤ0-27-1

）

な
お
、
本
稿
は
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
・
若
手
研
究
（19K

13082

）

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
お
か
だ

た
か
の
り
・
国
文
学
研
究
資
料
館
助
教
）


